
 

平成１５年３月３日 

企業会計基準委員会 御中 

社団法人 日本貿易会 

経 理 委 員 会 

                    

｢種類株式の貸借対照表価額に関する実務上の取扱い(案)｣に対するコメント 

 

拝啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

掲題、実務対応報告公開草案に対しまして、コメントする機会を頂き感謝致します。 

当会にて検討致しました結果、下記の通りコメントを提出させて頂きますので、今後の 

審議においてご配慮頂き度く、よろしくお願い申し上げます。 

 

記 

 

 

Ｑ１：債券と同様の性格を持つと考えられる種類株式 

種類株式につき償却原価法による増額修正を要する場合、商法に規定する株式の評

価方法との関係を整理願いたい。 

（株式について償却原価法が許容されるか） 

 

Ｑ２：債券と同様の性格を持つと考えられるもの以外の種類株式 

市場価格のない種類株式で転換請求可能であり、イン・ザ・マネーの状況にあるよ

うな種類株式は市場価格のある株式として取扱うとあるが、アウト･オブ･ザ･マネー

の状況にあるような場合は市場価格のない株式と考えて良いか。また、保有者が現

時点で近い将来に転換を行う意思がない場合等はどうか。 

 

Ｑ３：市場価格のない種類株式の減損処理 

「実務対応報告」であるので、（１）及び（２）①・②につき具体的ケースを想定し

て設例を設けて頂きたい。 

評価モデルを利用した価額を得ることが困難である種類株式で市場価格と連動性が

あると想定されるものにつき例示頂きたい。また、市場価格と連動性があるとされ

た種類株式について、普通株式の状況に伴う減損処理の要否および手法に関する結

論が曖昧であり、判断基準を明確にして頂きたい。 

 

Ｑ４：種類株式を発行している場合の市場価格のない普通株式の減損処理 

同一発行者の種類株式および普通株式を所有し、種類株式に残余財産請求権等によ

る評価を行った場合、普通株式は実質価額が簿価の５０％を下回るが、種類株式は

実質価額が簿価を上回ることとなり、結果的に、種類株式および普通株式合計の投

資価値は著しい下落が生じていないと考えられる状況がある。このような場合の減

損処理に関する判断基準を Q＆Aにて示して頂きたい。 

 

 

以    上 
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